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Evidence Based Approach に基づくWeb 教材の改善

1.　はじめに

近年，教育場面における e-learning は広く浸透し，

Web 教材を用いた授業実践が数多く報告されてい

る（1）．そのような中，教育工学の領域では単に Web

教材を作成するだけではなく， 学習者の行動履歴

（Web サーバのアクセスログやシステムの操作履歴な

ど）を利用することで，より質の高い e-learning 環境

を構築しようとする試みが報告されている．

それらの研究の方向性は大きく 2 つに分けられる．

1 つの方向性は，学習者の行動を支援することを目的

とした研究である．このような方向性の研究として

は，学習履歴から学習の行き詰まりを感知する機能を

持つシステム（2）や，学習履歴に基づいて現在の学習

状況を判断し，システムから適切なコメントをフィー

ドバックする機能を持つ学習支援システム（3）（4）が開

発されている．また，学習履歴を効果的にフィード

バックすることを目的として，学習後にそのプロセス

をまったく同じように再現するシステム（5）や，学習

過程のダイジェストを自動作成するシステム（6）が開

発されている．

2 つめの方向性は，学習者の行動履歴を教材評価に

利用した研究である．これらの研究では，Web サー

バのアクセスログに基づいて，おもに不特定多数の

ユーザに向けて公開されている教材の利用状況の評

価が行われている（7）（8）．しかし，教材評価の次のス

テップである教材の改善に関しては，WebCT のアク

セスログの分析結果から教材の改善方法を考察した研

究や（9），学習履歴から学習者のたどったリンクを分

析することで教材のリンク構造の改善を試みている研

究（10）などがあるが，教材改善および授業改善のた

めの方法論について検討している研究は非常に少な

い．また教育現場においては，Web 教材が公開時の

まま改善されていなかったり，教材を利用した教師の
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In this study, we propose an evidence based approach to improve web-based teaching materials based 
on access logs of students using the materials. In this approach, the web-based teaching materials are 
evaluated based on the following data: (1) students’ learning pace, (2) their activities of referring help 
items, and (3) students’ questions to teaching assistants. We evaluated the utility of this approach by 
using the data in university classes for freshmen. As a result, we confirmed the following points: the im-
provement of the materials based on this approach actually reduced the number of questions to the teach-
ing assistants, and also reduced and the number of slower-paced students.
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